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★事務事業の概要（具体的なやり方、手順、詳細。期間限定複数年度事業は全体像を記述）
【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】

(1)事務事業の振り返り・計画
①

②

⇒

ア

イ

(単位)

(2)成果指標･総事業費

の推移

ア

イ成果指標

単位
実績(決算) 実績(決算)目標(当初予算)実績(決算) 予定 見込目標(当初予算)

事 財

国庫支出金

都道府県支出金

地方債

その他

繰入金

一般財源

源
内

訳
業

費
（Ａ）事業費計

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

安全・安心に暮らせ
るまちづくりの推進

「こどもまんなか社会」
の構築

産業の共生による市経
済の持続的発展

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

③予算の主な増減の理由

データ取得方法

法令根拠

見込

(開始した背景・
きっかけ・今後の
状況変化・関係
者からの意見や
要望を含む)

成果指標

ウ

ウ

(3)評価の総括（成果向上の余地・事業費削減の余地）

(4)今後の事業の方向性

 4年度

100

94

4,976

5,070

 5年度

100

88

7,341

7,429

 6年度

100

100

7,154

7,254

 6年度

100

97

6,705

6,802

 7年度

100

5,610

5,610

 8年度

100

5,610

5,610

 9年度

100

5,610

5,610

10年度

100

5,610

5,610

(令和 6年度実績と令和 7年度計画) 令 和  7 年  9 月 1 1 日 更 新

秘書事務

   1 自治の健幸 市長公室 池田　聡

   2 行政経営の推進・改革 秘書政策課 鶴田　裕之

   4 計画的な施策・事業の推進 秘書政策班 1213

一般   2   1   1    11025
単年度のみ 単年度繰返 18

 6年度で終了  6年度から開始
期間限定複数年度

・市長・副市長がその職務に専念できるよう、雑務を取り除くなどの補佐をする。
・市に関わる人たちとの人間関係が円滑に運び、社会関係が強化できるなど、効率よく市政運営ができるような環境を整え
る。
・ホームページなどにより、市長の動きを情報公開することで市の動きを市民に伝える。

スケジュール管理　②外出時の随行　③会議や行事などの管理(出欠の確認、資料の準備など）　④接遇(来客応対、電話応
対など）⑤文書作成(メッセージの作成など） ⑥文書の整理・保管(一般文書、名刺、雑誌、新聞など）⑦予算の管理　⑧
公用車の管理　⑨ホームページ(市長室など）の管理

【款】２総務費　【項】１総務管理費　【目】１一般管理費　【節】3時間外勤務手当・8旅費・10消耗品費・修繕費・燃料
費・11役務費・ 13使用料及び賃借料・　18負担金補助及び交付金

6年度事務事業の成果・実績
庁内外との連絡調整やスケジュールの調整、外出時の随行、資料の準備などを行った。
半導体関連産業の集積に伴う道路整備推進など、各省庁等への要望活動を昨年度よりも積極的に行い、旅費の支出は増額した。
市の公式Youtubeを活用し、年４回実施した定例記者会見の会見の様子や、市長のインタビュー動画を公開し、旬の情報を発信した。
車借上料については外出の際のタクシー代を支出したもので、公用車借上料は市長車のリース契約によるもの。
その他、全国市長会等、市長が所属する各種団体に対する負担金を支出した。
これらを通じて、市長・副市長が職務に専念できる環境を整え、市政の円滑な運営、理解促進につなげた。

7年度計画（次年度に計画している主な内容）
職場内の各部署との連絡調整や対外的なものも含めたスケジュールの調整
、外出時の随行、資料の準備など、市長・副市長ができるだけ職務に専念
できるよう努める。

旅費の高騰による増

市長・副市長が円滑に業務を実施できた割合 ％

％

職場内の各部署との連絡調整や対外的なものも含めたスケジュールの調整、外出時の随行、資料の準備など、市長・副市長ができるだけ職務
に専念できるよう努めた。

廃止 縮小 事業のやり方改善 現状維持（従来通りで特に改革改善をしない）


